
夏が過ぎ冷え込み季節に多く発生するのが給湯器の凍結トラブルです。急な寒波の到来などによって凍結ト
ラブルを起こしがちです。給湯器が凍結してしまうとお湯が出なくなるばかりか、機器の故障や配管の破裂
にもつながるため注意が必要です。

■凍結の原因と対処法

①外気温が0度を大幅に下回った ②配管内の水の流れが止まっていた

気温の問題は当然として問題は②です。わずかでも水の流れがあれば凍結を抑止できるのですが、空室など
長時間にわたって水が動かない給湯器・配管内の水は凍結の可能性が高くなります。これを防ぐには次の2つ
の方法が有効です。

①給湯器には凍結防止用の「水抜き栓」が用意されています。
真冬に退去が発生した場合は、水抜き作業を行って給湯器・配管内の水を抜いておくと安心です。

②頻繁に外気温の下がる地域の物件・過去に凍結による配管破裂を経験されている物件では、
断熱材等による凍結予防をすべきでしょう。現在の給湯器には凍結予防ヒーターを搭載しているものも
多くありますが、給湯器に接続している配管まではカバーできないためです。

なお、実際に凍結してしまった場合の対処法としては、メーカーの推奨は「自然に融けるのを待つ」こと
焦って熱湯をかけるなどしてしまうと、急激な温度変化から配管の破損を招くことになってしまいます。
専門業者の協力を仰ぐのが賢明ですが、早急に直す必要がある場合には、無理はせずぬるま湯やドライヤー
温風などでなるべく時間をかけて対応しましょう。
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